






Phenanthrene Derivatives No_2 




と，相当する化合物， 1.2.3.4 テトラフェニルトリフェニレン (V)を得た.デヒドロベンゼン発生に前
駆体として使用された 1 ニトロソトリア、ノ、ール環からアリーンの生成が一般的なものであり，デヒドロフ
ェナントレン発生にも使用されることをみつけたので報告する.




















5) CI) 7.4V (0.0311mol)と無水酢酸ナトリウム 2.5
















デヒドロフェナントレン CIV)については， 9ー クロ
ロフェナントレンと有機リチウム化合物1)， 9ー リチオ
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